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デマンド監視装置の二段活用“見える化"と

“警報によるエアコン自動制御"で節電に成功

-・題担i園躍ヨ・・
-デマンド監視装置を活用しE “手動"告11御
【デマコツ一段活用】

・平成23年7月より、「デマンド監視装置」を設
置し、電力の使用状況の“見える化"を行った
結果、平成23年の冬は、出社時 C8時頃〉に
事務所と会議室の暖房を同時に入れるとピーク
が発生することが判明。
・このため、デマンド警報発生時に、手動による
暖房温度の設定の引き下げ及びエアコンの停止
に取り組んだところ、最大電力は83kWCH23.1 ) 企帯広支屈の外観
から77kWCH24.1)と7.2%削減。

-デマツド監視装置杢活用しだ“自動"制御

【デマコン二段活用】

・手動による取り組みでは限界があるため、平成
24年6月より、デマンド警報によるエアコン
の自動運転制御などの追加対策を行い、更なる

節電にチャレンジ。
《追加苅策》
図デマンド警報によるエアコンの自動制御化
回電動フォークリフト (3台〉の充電開始時聞が
重ならないようにタイマーで制御
図事務所内の照明をLEDに変更

企エアコンの自動制御盤

回事務所の暖房はタイマー機能で早めの運転
国会議室の暖房がピーク電力の一因であること
から利用の際は事務所より早めの運転

-その結果、最大電力は58kWCH25.1)まで
抑制することができ、 H23.1に比ベヨ01%
の節電を達成。

企照明をLEDに変更した事務所 企フォークリフト充電装置

置韮重置当面図盤調
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※電力使用量・取組前はH22.8同H23.7、取組後はH23.8~H24.7の実績
最大電力 :取組前はH23.1，取組後はH24.1の実績
エネルギー使用量は、電力使用量を原油換算した数値
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【デマンド監視サービス】

~北海道

・・"てんき保安協会
一般財団法人北海道電気保安協会

日本部所在地 :札幌市西区発寒6条12丁目6-11
口主なサービス:保安・調査・広報
口問い合わせ先:電気・省エネ相談窓口

電話:011-555-5018 
〔窓口苅応時間:平日/9時~17 時まで(土日・祝日を除く) J 




